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ま
ま
で
の
存

続

、
農
民
層
分
解
の.
不
十
分
さ
の
生
み. 

出
レ
た
.も
の
であ

る

。
，も
し
資
本
主
義
の
安
価
な
労 

働
力
の
，要
求
がR
本
地
主
制
を
生
む
も
の
で
あ
.る
な 

ら
ば
；、
，
.資
本
主
義
の
発
展
に
は
農
民
層
の
分
解
は
前 

提
条
件
^

は
な
ら
な
い
であ
ろ

.
ぅ

。」
(

四

八

七〜

八 

K)

そ
と
で
、
第
三.
章
に
お
い
て
、
第
二
章
の
土
業 

坐
産
の
動
向
の
検
討
の
上
、に
た
っ
.
て
、
明
治
十̂

 ̂

に
お
げ
る
地
主小

作
関
係
の
■急
速
な
展
開
を
、
明
治
. 

前
期
に
お
け
る
農
政
の
性
格
、
胄
ロ
㈧
砠
産
の
発
展
と 

..
衰
退.
の
中
に
跡
づ
け
る
の
で
あ
る。.

」

さ

て

、'
本

書

は

.、
明

荀

ー

十

年

で

そ

の

分

析

が

終 

.
っ.
て
^

り...
明
治
末
期
ま
で
が
も
^

も

と

古
島
氏

，の 

分
析
の
対
象
と
.$
れ
て
い
た
の.
で
あ
る
，か
ら
、

計
画 

の
前
半
を
発
表
し
た
も
：の
に
す
ぎ
な
い
。(

そ
の
後 

半

に

：つ
い
て
は
、

す

で

匕

^

矶

が

岩

双

胄

座

「

日
本 

歴

史J

近

代
4

に

お

い

て

、

ま

た

、

：；「

日

本

地

主
制 

史

研

究」
： (

岩
波
書
店
，
昭
和
三
十I

一，一
年

)

第

十

章 

に
お
い.
て

な

さ

れ

て

い

る

。

し
：か

し

本

書

は

、
，資

本 

制

生

産

確

立

前

：に

お

け

る

経

済

構

造

、

農

業

と

工

業 

の

全

体

的

連

関

を

明

ら

か

に

す

る

こ

と

，
に

お

い

て

、 

日
本
資
本
主
義
構
造
分
析
め
礎
石
を
新
た
に
®
い
た 

も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。

.

(

御
茶
の
水
書
房.

一
九
六
三
年
八
月
刊• 
A
5 

• 

■五
三
三
貝
，一

八
〇
〇
円)

.

—

高

山

.
隆
三
丨

:

:

見

田

石

介

著.

:
 

‘

■

:'

■『

資

本

論

：の
方
法

』

‘.
.

■
 
• 
. 

■
■■
■..
V
V 

:

.

.  

■ 

: 

,'■. 

:

本

書

は

、
戦

前

か

ら

.へ
ー

ゲ
ル
研

究
家
と

し
て
知 

ら

れ

て

い

た

著

者

が
V.『

科

学

論』

.(

青

木

書

店)

ぃ
に 

つ
づ
v>

て
発
表
し.
た

，

『

資
本
論』

：
の
方
法
に
関
ず
る 

.

研
究
で
，

あ
..

る
。
本
書
の
課
題
は
、
い
わ
ゆ
る
論
理== 

歴
史
説
と..
宇
野
理
論
の..
方
法
論
.を
根
本
的
に
批
判 

，し
、
.
マ
ル

ク

ス
の

弁
証
法
的
方
法
の
特
質
を
明
ら
か 

.

に
し
ょ
ぅ
'と
す
る
も
の
で
あ
る
'0:
こ
れ
を
、著
者
は
：、
 

『

経
済
学
批
判』

序
説
の
方
法
の
原
則
を
s'
子
通
り 

認
めV

、 '

こ
れ
を
明
ら
か.
に
し
、
：こ
れ
が
、

『

資
本 

論』

' 
を
、
じ
っ
さ
い
に
つ
ら
ぬ
い
て
い
る
こ

と

を

示 

，す
こ
と
に.
ょ
っ
：
て
、
は
た.
そ
ぅ
と
し
て
，い.
る
。.

全
体
は
四
章
か
ら
な
り
、
第

—-
章
で
は
、
右
の
点 

が
ー
般
的
に
概
括
さ
れ
、
.第
二
章
以
下
具
体
的
に 

『

資
本
論』

.

の
：展
開
を
素
材
に
し
て
す
す
め
ら
れ
る

。
 

著
者
に
ょ
れ
ば
、『

資
本
論』

は
、':
全
体
と
し
て
、第 

.

一
部
第
二
篇
ま
で
の
資
本
の一

般
的
概
念
が
確
定
さ 

れ
る.
ま
で
の
段
階
と
、
そ
れ
か
5>
-
資

本

そ

の

も

の

の
 

諸.
モ
メ.

ン
ト
が
展
開
さ
れ
る
段
階
と
に.
わ
か
れ
、
■前 

者
で
は
、
資
本
の
'
種
差
、
形
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ 

と
が
目
的
で
あ
る
、か
、
後
者
で
は
、
資
本
.一
般
の
概 

念
か
ら
の
資
本
の
構
造
、
運
動
法
則
の
概
念
的
把
握 

へ
と
す
す
む
こ.

と
が
問
題
で
•
あ
り
、
そ
れ
は
、
資
本 

を
一
つQ

主
#

と

し
て
と
.ち
克
る

こ

と

で

あ
る
と
い

'
一
〇
t 
一
 

t
l
o

l
r
)

V

う
。
こ
の
目
的
の
ち
が
：い
に.
応
じ
、：
前
者
で
は
、

一
 

般

に

科

学

が

も

ち

い

.る

単

純

な

綜

合

的

方

法

が

と

ら 

■
れ

、■'.
後

者

で

は

、

本

来

の

弁

証

法

的

方

法

が

.と
ら
れ 

.

.
る
。
同
じ
構
成
は
、
価
値
や
商
品
の
展
開
に
つ
い
て 

も
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

価
値
に
つ
い
て
い
え 

.
ば
、
価
値
概
念
に
ま
で
到
達
す
る
過
程
と
、
そ
こ

'
か. 

ら

「

貨
幣
の
理
論
的
概
念」

に
到
達
す
る
過
程(

価 

.

値
形
態
論>

:

と
で.
あ
り
：、':
商
品.
に
つ
い
て
は
、
商
品 

.,
概
念
に
到
達
す
る
過
程
と
、
そ
と
か
ら「

貨
幣
の
現 

.
実
性
を
証
明
す
る」

過

程

(

交
換
過
程
論)

と
で
あ 

る.
。

こ

の

よ

う

に

、

カ
テ
ゴ
リ
ー
の
：上

昇

過

程

の

ニ

- 

.
つ
の
段
階
が
区
別
さ
れ
て
、
そ
の
方
法
の
ち
が
い
が 

，指

摘

さ

れ

る

。

第

二

章

で

は

、

前
者

.
を
、
第
三
章
で 

.

は
後
者
を
理
解
す
る
た
め
に
前
者
の
方
法
.の
制
限
性 

を
論
じ
？
第
四
章
で
'、:
後
者
を
と
り
あ
げ
る
。
こ
こ 

'
で
、
全
体
を
要
約
し
、
問
題
点
を
検
討
す
る
こ
七
は 

で
き
な
い
が
、':-
兹
本
的
に_
問
題
と
な
る
兔
の
のI

つ 

■は
、「

序
説」

で
述
べ
ら
れ
た
序
章
と
し
て
の「

生 

産

一

般
論」

.
の

『

資
本
論』

.

に
お
.け

る
貫
徹

と
い
う 

.

問
題.
で.
あ
ろ
う
。
こ
の
点_
は

「

序
説」

の
解

明

と
と 

.
も
に
、『

経
济
学
批
判
要
綱』

の
段
階
と『

资
本
論』 

段

階

と

の

異

同

を

詳

細

.，に
検

討
し
て
考
察
さ
れ
る
べ 

き
も
の
と.
思
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
最
近
、『

資
本
論』

:

体
系
そ
の
も
の
の
根
本
的
性
格
の
再
検
討
が
、
宇
野 

理
論
を
軸
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る

時
、
本
書
は
、
そ 

の
有
力
な
手
が
か
り.
と
し
..て

検

討

さ

れ
る

べ

き

で
あ 

.

ろ
う
。(
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